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Ⅰ　緒　　言
　肝硬変患者は，種々の重篤な感染症に罹患し
やすく，その発症に十分に注意し，早期発見に
努める必要がある１）。今回，我々は，肝細胞癌
合併 C型肝硬変に発症した化膿性脊椎炎，腸
腰筋膿瘍の１例を経験した。易感染性宿主の増
加に伴い化膿性脊椎炎が増加していると言わ
れており２），肝硬変も基礎疾患の１つとして重
要である２）－４）。臨床的に示唆に富む症例と考
え，文献的考察を加えて報告する。

Ⅱ　症　　例
　症　例：80歳，男性
　主　訴：発熱，腰痛
　既往歴：副鼻腔炎（32歳手術），痔核（35歳
手術）
　輸血歴なし，鍼治療歴なし，刺青なし
　家族歴：特記事項なし（肝疾患の者なし）
　生活歴：日本酒１合 / 日（20歳から現在ま
で）
　現病歴：1992年，C型慢性肝炎を指摘され

た。1995年の腹部超音波検査では，肝硬変に合
致する所見であった。2005年９月から腰痛が出
現。12月下旬より腰痛が悪化し寝たきりの状態
となり，2006年１月３日，38.6℃の発熱あり，
当院救急部を受診。血液検査上 CRP21.2㎎ /㎗
と高値のため精査加療目的に当科入院となっ
た。
　入院時現症：身長161㎝，体重56.5㎏，体
温38.6 ℃， 脈拍104回 /分・整，血圧214/119
㎜Hg，意識清明，結膜に貧血黄疸なし。心音，
呼吸音は正常，肝を右季肋部に１横指触知し，
性状は弾性硬，辺縁鈍であった。下腿に浮腫を
認めた。神経学的所見に異常は認められなかっ
た。
　入院時検査所見（Table 1）：CRP21.2㎎ /㎗
と高値であった。肝硬変は，Child-Pugh分類９
点で grade Bであった。血小板数4.3万 /μlと低
値であり，FDP18.1μg/㎖，PT65.4％，D-dimer 
13.8μg/㎖と凝固線溶系の異常を認め，２回
の血液培養と尿培養でいずれも Citrobacter 
diversusが検出された。空腹時血糖 103㎎ /㎗，
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HbA1c 5.2％と耐糖能異常を示唆する所見はな
かった。
　腹部超音波検査：肝は表面不整で辺縁鈍，内
部エコーは不均一。S８に径27×23㎜の辺縁低
エコー帯を伴う内部エコー不均一でやや高エ
コーの腫瘤を認めた（Figure 1）。少量の胸腹水
を認めた。
　腹部 CT：肝 S4/8に動脈相で造影される境界
明瞭な結節を認めた（Figure 2）。更に，肝 S7/8
被膜直下に動脈相で辺縁が造影され，門脈相で

wash outされる結節を認めた。
　脊椎MRI：L1/L2および L4/L5椎間板は T2強
調像で高信号を呈し（Figure 3a），上下の椎体
は T1強調像で異常低信号域が見られ（Figure 
3b），同部位はガドリニウムで造影効果を認め
た（Figure 3c）。左腸腰筋内に T1強調像で低
信号（Figure 3d），T2強調像で高信号（Figure 
3e）を呈する26×17㎜の楕円形の嚢胞性病変が
認められた。

Table 1.　入院時血液検査所見
血算 ALP 532 mU/㎖ APTT 33.9 sec

WBC 8770 /μl γ-GTP 190 mU/㎖ FDP 18.1 μg/㎖
RBC 461×104 /μl CRP 21.24 ㎎ /㎗ D-dimer 13.8 μg/㎖
Hb 17.3 g/㎗ Na 132 mEq/l ウイルスマーカー
Ht 47.3 ％ K 3.3 mEq/l HBs-Ag （－）
Plt 4.3×104 /μl Cl 96 mEq/l HCVAb （＋）

血液生化学 Ca 8.0 ㎎ /㎗ 腫瘍マーカー
TP 6.8 g/㎗ BUN 45 ㎎ /㎗ AFP 3.5 ng/㎖
Alb 2.1 g/㎗ Cr 1.01 ㎎ /㎗ PIVKA-Ⅱ 1590 mAU/㎖
T-bil 1.08 ㎎ /㎗ T-cho 97 ㎎ /㎗ 尿
D-bil 0.69 ㎎ /㎗ NH３ 42 μg/㎗ 比重 1.024
ChE 93 IU/㎖ FBS 103 ㎎ /㎗ 蛋白 1＋
AST 113 IU/㎖ HbA1c 5.20 ％ 糖 －
ALT 51 IU/㎖ 凝固系 潜血 2＋
LD 258 mU/㎖ PT 13.0（11.2） sec 細菌 －
CK 769 IU/㎖ PT％ 65.4 ％

Figure 1
腹部超音波像：肝は表面不整で内部エコーは不
均一。肝 S8に径27×23㎜の辺縁低エコー帯を
伴う内部エコー不均一な腫瘤を認める。

Figure 2
腹部 CT：肝 S4/8に動脈相で造影される境界明
瞭な結節を認める。
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Ⅲ　入院後経過
　発熱，高度の腰痛，および腰椎MRIの所見
から化膿性脊椎炎および腸腰筋膿瘍と診断。血
液培養と尿培養を各２回ずつ施行した。肝硬変
時の DIC scoreは３点であったが，血小板数が
平素の１/２まで低下し，FDPと D-dimerが高
値であり，DICに準じた治療が必要と判断し，
Danaparoid sodium 2500単位 /dayと AT-Ⅲ製剤
1000単位 /dayを投与し，感染に対しては培
養・感受性試験の結果を待たずに１月３日か
らMeropenem （MEPM） 2g/2xによる治療を開
始した。その後，血液・尿培養から Citrobacter 

diversus（C. diversus）が検出され，MEPMの
MICは0.25以下で感受性と判明した。MEPM
にて改善傾向が見られたが，37℃台の微熱が
続いた。CRP ６㎎ /㎗程度で遷延するため，２
月10日（第39病日）に腸腰筋膿瘍に対するドレ
ナージ術および L1/L2と L4/L5の病巣掻爬・骨
移植術が行われた。掻爬された手術材料の病理
組織検査結果は，化膿性炎症による部分的破壊
像を伴う椎間板組織で，結核性病変は否定的で
あった。培養では，C. diversusが検出された。
術後は，LVFX（C. diversusに対するMICは0.25
以下で感受性あり）300㎎ /3xが投与され，解

Figure 3ａ

腰椎MRI（第２病日）：L1/L2および L4/L5椎間板は T2強調像で高信号を呈し（３ａ），上下の
椎体は T1強調像で異常低信号域が見られ（３ｂ），同部位はガドリニウムで造影効果を認める
（３ｃ）。左腸腰筋内部に26×17㎜の T1強調像で低信号（３ｄ），T2強調像で高信号（３ｅ）を呈
する病変を認める。

Figure 3ｂ Figure 3ｃ

Figure 3ｄ Figure 3ｅ
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熱，CRPも陰性化した。肝腫瘍の精査も検討
したが，患者の希望で４月１日（第89病日）に
退院となった（Figure 4）。同年６月に再入院と
なり，腹部血管造影検査で多発性肝細胞癌と診
断され，TAEが施行された。その後 ,平成19年
３月現在，化膿性脊椎炎，および腸腰筋膿瘍の
再燃の兆候はなく，外来通院中である。

Ⅳ　考　　察
　化膿性脊椎炎は，早期には理学的所見・画像
所見に乏しく，また，医師の脊椎感染症に対す
る関心が低いために数週間以上診断が遅れる
ことが往々にしてある５）。腰椎に感染が起こる
と，その炎症が傍椎体膿瘍として周囲に波及
し，更には隣接する腸腰筋内にまで拡大して巨
大な膿瘍を形成しうる４）６）。化膿性脊椎炎，腸
腰筋膿瘍は発熱，腰背部痛で発症し，急速に
DIC，多臓器不全に進展しうる重篤な感染症で
ある７）。近年，患者の高齢化，易感染性宿主の
増加，起因菌に占めるグラム陰性桿菌やMRSA
などの弱毒菌の割合の増加などが報告されてい

る５）８）。
　慢性肝疾患と化膿性脊椎炎，腸腰筋膿瘍の合
併した症例が稀なケースとして報告され，1989
－2006年まで医学中央雑誌で我々が検索しえた
範囲では，本邦での肝疾患と化膿性脊椎炎ま
たは腸腰筋膿瘍の報告は Table 2に示すように
17例あり，両者の合併は本症例が４例目にあた
る７）９）－15）。
　最近の脊椎感染症の動向を検討した文献によ
ると，基礎疾患として肝硬変は10％弱の頻度で
存在していた２）３）。糖尿病と並んで肝硬変は，
化膿性脊椎炎の基礎疾患の１つとして重要であ
る４）。肝硬変では，網内系（特に貪食能）の機
能低下16）－18），肝におけるオプソニン合成の低
下，白血球の機能低下，Tリンパ球の増殖・活
性化の障害，門脈圧亢進による消化管粘膜の細
菌透過性の亢進により免疫能が低下している。
その他，低アルブミン血症等の低栄養状態19），
糖尿病の合併，およびアルコール多飲等の影響
も予想される。
　近年，胃・食道静脈瘤，肝性脳症，肝細胞癌

Figure 4　入院後経過
入院後経過：L1/L2と L4/L5の化膿性脊椎炎に対する病巣掻爬術および腸腰筋膿瘍に対するドレ
ナージ術により CRPは陰性化した。

Danaparoid sodium (2500 u/day)

AT- (1000 u/day)

MEPM (2 g/day)

LVFX (300 mg/day)
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などの肝硬変の合併症の診断・治療法の進歩に
伴い慢性肝疾患患者の延命が可能になり，易感
染宿主としての非代償性肝硬変症例が増加して
いる。感染症予防は肝硬変患者の QOL向上の
ために重要な課題となってきている。肝庇護療
法，低アルブミン血症に対する分枝鎖アミノ酸
製剤の投与，合併する糖尿病の治療，禁酒など
は，肝硬変患者の易感染性改善効果が予想さ
れ，今後の検討を期待したい。
　化膿性脊椎炎は，診断が難しい場合があり，
半数近くが，誤った診断名で初期治療を受けて
いた20）との報告もある。すなわち，急性型で
は，急性腎盂腎炎，胆嚢炎，胆石症，急性腹症，
髄膜炎などと診断され，亜急性型では，脊椎カ
リエスや転移性脊椎腫瘍との鑑別が困難であっ
た。肝硬変患者が原因不明の敗血症で不幸な転
機をとり13），化膿性脊椎炎が原因であることに
気づかれずにいるケースが存在することも予想
される。

　Citrobacterは腸内細菌の１種であり，日和見
感染細菌として尿路感染などの原因となり，
敗血症を引き起こすこともある21）22）。本症例
では，尿培で C. diversusが陽性であったが，
尿路感染症状はなく，更に尿検査でも白血球
は認められず尿路感染は考え難い。一方，肝
硬変における敗血症の機序の１つに bacterial 
translocationがあり，本症例では，Citrobactor
が腸管から門脈血流に入り血行性に化膿性脊椎
炎を惹起したことが予想される。

結　　語
　肝細胞癌合併 C型肝硬変に化膿性脊椎炎お
よび腸腰筋膿瘍を合併し，治療に病巣掻爬術と
骨移植を要した一症例を経験した。特に高齢の
慢性肝疾患患者が強い腰痛を訴えた場合，化膿
性脊椎炎を鑑別診断として念頭において，MRI
による精査を心がけるべきであると考えた。

Table 2.　肝疾患に合併した化膿性脊椎炎，腸腰筋膿瘍の報告例

症　　例 報告者 診　　断 肝疾患 etiology 起因菌 治療法

66歳　男性 中村ら 化膿性脊椎炎 肝硬変 unknown S. aureus 病巣掻爬
53歳　女性 中村ら 化膿性脊椎炎 肝硬変 unknown S. aureus 病巣掻爬

腸腰筋膿瘍
67歳　男性 高松ら 腸腰筋膿瘍 肝硬変 アルコール S. aureus ドレナージ
38歳　男性 高松ら 腸腰筋膿瘍 肝炎 アルコール S. aureus ドレナージ
73歳　男性 木島ら 腸腰筋膿瘍 肝硬変 HCV E. coli ドレナージ
68歳　男性 田中ら 腸腰筋膿瘍 肝硬変 HCV S. aureus ドレナージ
60歳　男性 上平ら 腸腰筋膿瘍 肝炎 アルコール S. aureus ドレナージ
82歳　男性 堀江ら 化膿性脊椎炎 肝硬変 HCV E. coli

腸腰筋膿瘍
68歳　女性 溝上ら 化膿性脊椎炎 肝硬変 PBC S. aureus
53歳　男性 正木ら 化膿性脊椎炎 肝硬変 unknown unknown 病巣掻爬
55歳　男性 藤田ら 化膿性脊椎炎 肝硬変 アルコール unknown ドレナージ
77歳　男性 村上ら 化膿性脊椎炎 肝炎 HCV unknown 病巣掻爬
57歳　男性 村上ら 化膿性脊椎炎 肝硬変 HCV S. aureus 病巣掻爬
77歳　男性 村上ら 化膿性脊椎炎 肝硬変 HCV unknown
47歳　男性 太幡ら 化膿性脊椎炎 肝硬変 アルコール S. aureus

腸腰筋膿瘍
63歳　女性 千野ら 化膿性脊椎炎 肝硬変 unknown S. epidermidis
80歳　男性 自験例 化膿性脊椎炎 肝硬変 HCV C. diversus 病巣掻爬

腸腰筋膿瘍
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　この論文の要旨は，第37回日本肝臓学会西部
会（長崎）で発表した。
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Abstract

　An 80 year old man with type C liver cirrhosis presented with a high grade fever and lumbago. He was 

suspected of having sepsis and admitted to the hospital. Citrobacter diversus was cultured from the blood. 

Laboratory tests were consistent with pre-septic DIC. An MRI was performed to identify the origin of 

lumbago and infection. Consequently he was diagnosed as having pyogenic spondylitis and an iliopsoas 

abscess. The patient was started on intravenous antibiotics but responded inadequately. Thorough ante-

rior debridement was performed because low grade fever with a positive CRP （6mg/dl） continued. Liver 

cirrhosis is an immunocompromising disease and a risk factor for spinal osteomyelitis. We must be aware 

of pyogenic spondylitis in the clinical practice of chronic liver diseases.

Takuhiro UGAJIN１），Hiroyuki MIYATANI１），Kazuo SAITA２），
Yuhki IIJIMA２）and Yukio YOSHIDA１）　

１）Division of Gastroenterology and hepatology
２）Division of Orthopedic surgery, Saitama Medical Center, Jichi Medical University

A case of type C liver cirrhosis and hepatocellular 
carcinoma with pyogenic spondylitis and iliopsoas abscess.
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